
◆学生，社会人を募集します
（18歳～35歳程度）

内 容 県内外講師陣による特別講演

県内企業等での現地研修

ワークショップや交流会等（全７回）

募集期間 令和６年７月５日（金）まで

募集人数 40人程度

受 講 料 無料（現地研修等では実費負担有）

申込方法 電話・電子メール等

令和６年度

塾生募集！

バレル・バレープラハ＆ＧＥＮ

山元　紀子 代表取締役社長

◆特別講演講師陣

株式会社新日本科学

永田　良一 代表取締役会長兼社長

ＡＮＡホールディングス株式会社

芝田　浩二 代表取締役社長

【連絡先】かごしま県民大学中央センター　Tel.099－221-6604

これからの鹿児島を担う青年層を対象として，
郷土の発展を支えようとする人材を育成します。

かごしま
青年塾

※ 最新の情報はホームページでご確認ください。
※ お気軽にご相談ください。

配慮や支援が必要な方や託児が必要な方

かごしま青年塾ＨＰ 申込フォーム



【対 象 者】学生，社会人で原則毎回参加できる県内在住の人（18歳～35歳程度）

【募集人数】40人程度（先着順）

【受 講 料】無料（現地研修等で実費負担が必要となることがあります。）

【募集締切】令和６年７月５日（金）

【申込方法】電話やＦＡＸ，電子メール等にてお申し込みください。

（申し込みの際は，住所・氏名・年齢・所属等をお知らせください。）

【お問合せ・申込先】かごしま県民大学中央センター

■住 所：鹿児島市山下町14番50号 ■電 話：099ｰ221-6604

■ＦＡＸ：099ｰ221-6640 ■メール：kenmindaigaku@pref.kagoshima.lg.jp

活 動 日時等 主な内容・講師等

第
１
回

◇開講式・基調講演
◇オリエンテーション

７月 21日（日）
13:00～17:00
カクイックス交流センター

ステップ１：ビジョンを共有する
◆知事あいさつ
◆基調講演:島津 公保 氏 (株式会社島津興業取締役相談役)
◆ワークショップ①テーマを決める

第
２
回

◇ファシリテーション研修
◇スキルアップ研修

８月 ３日（土）
９:00～17:00
カクイックス交流センター

ステップ２：思いを伝えあう
◆ファシリテーションに関する研修
◆ワークショップ②テーマを追求する（その１）

第
３
回

◇特別講演Ⅰ
◇現地研修
◇スキルアップ研修

９月 ８日（日）
９:00～17:00
カクイックス交流センター

他

ステップ３：新しい「かごしま」を知る・感じる①
◆特別講演Ⅰ

講師:永田 良一 氏 (株式会社新日本科学代表取締役会長兼社長)
◆鹿児島の特性を生かした魅力ある県内事業所訪問
◆ワークショップ③テーマを追求する（その２）

第
４
回

◇現地研修
◇スキルアップ研修

９月 28日（土）
10:00～17:00
カクイックス交流センター

他

ステップ４：新しい「かごしま」を知る・感じる②
◆鹿児島の特性を生かした魅力ある県内事業所訪問
◆ワークショップ④テーマを追求する（その３）

第
５
回

◇交流会
◇スキルアップ研修

10月 20日（日）
13:00～17:00
カクイックス交流センター

ステップ５：信頼関係を深める
◆県内企業等の若手リーダーの先進事例発表
◆県内若手リーダーとの意見交換
◆ワークショップ⑤プレゼンを作成する

第
６
回

◇特別講演Ⅱ
◇スキルアップ研修

11月 17日（日）
12:30～17:00
カクイックス交流センター

ステップ６：リーダーに学び，自身を見つめなおす
◆特別講演Ⅱ

講師:山元 紀子 氏 (バレル・バレープラハ＆ＧＥＮ代表取締役社長)
◆ワークショップ⑥発表会

第
７
回

◇ふりかえり・まとめ
◇特別講演Ⅲ
◇閉講式

12月 15日（日）
13:00～17:00
カクイックス交流センター

ステップ７：リーダーとしての魅力を高める
◆特別講演Ⅲ

講師:芝田 浩二 氏 (ＡＮＡホールディングス株式会社代表取締役社長)
◆知事あいさつ

地域を支えるかごしまの次世代リーダーを育成します
鹿児島にゆかりのある企業リーダーと直接対話します

先進的な取組を行う県内企業の魅力や今後の可能性に触れます

塾生同士の交流を図り相互の絆を深めます

講座カリキュラム

※ 講師順は講演順による特別講師 卒塾生の声

※ 携帯電話，スマー
トフォンで，こちら
から簡単にお申込み
いただけます。

開講式

ワークショップ

現地研修

交流会

○ 表面的に見える講師の方々の功績ではなく，それまでの苦悩やプ
ロセスを見ることができた。 誰だって本気で取り組めば実現できる
のだと考え方に変化があった。また，うまくいく人たちの共通点を発
見できた。

○ 普段，関わることのできない方々の話を聞いたり交流したりする
のがとても楽しかった。そして，その中で新しい発見や学びがあり，

今の自分のためになる青年塾であった。

○ 塾生同士で夢や課題について語り合う中で様々なものの見方
や考え方を知ることができ，自分の考え方をより深めることが
できた。

Ⅰ 永田 良一（ながた りょういち）氏

株式会社新日本科学
代表取締役会長兼社長

Ⅲ 芝田 浩二(しばた こうじ)氏

ＡＮＡホールディングス株式会社
代表取締役社長

Ⅱ 山元 紀子（やまもと のりこ）氏

バレル・バレープラハ＆ＧＥＮ
代表取締役社長


